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　ブックオフオンライン株式会社のご協力により、
不要になった本や音楽 CD などが寄付になるしく
みです。個人でも団体でも、段ボール一箱以上を
目安にご協力いただければ幸いです。
　FAX と WEB でお申し込みいただけます。

e-mail　office@internationalhf.net      Web サイト　http://internationalhf.net/
寄付金受付口座　：　郵便振替　00160-1-374014 　NPO 法人 HFI

◆ ハガキ・未使用切手も受け付けています

書き損じハガキ、余った年賀ハガキや切手などをお送
りください。郵便による通信に活用させていただきま
す。
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　ネパール、カトマンズの路上で生活する子ども達がい
る。どうしてこうなるのか、親の事故死、遺棄、など背
景は様々である。ネパールの夜は寒い。恐らく寒さをし
のぎながら夜は歩き回っているのだろう。朝になると、
路上の陽だまりに固まって横になっているようだ。見れ
ば、本当にまだ幼く、寝顔もあどけないが、死んだよう
に眠っている。何か心が動かされる気がする。現地の友
人が水と食料を調達してきた。すると急にどこからとも
なく、リーダ格の男の子が現れた。汚れたズボンのポケッ
トからおもむろに携帯を取り出すと連絡をとっている。
そして今目の前で眠りこけている子どもたちを蹴飛ばし
始めた。ここから出て行けというのだろう。そうこうし
ているうちに、彼の仲間なのだろう、十数人の別の子ど
もたちが集まって来た。蹴飛ばされた子どもたちは、人
ごみの中に消えていった。いったい何処に行くのだろう
か。何か、その後ろ姿は、このまま社会の狭間どころか、
永遠に消えていくようにすら思われた。集まった子ども
たちが、次々と食料を手にして、バラバラに散っていく。
こんな働きでは、何の解決にもならないだろう。
　現地の人たちと何ができるか、話し合った。恒久的に
教育と社会就労につながる働きにするには、基本的な生
活習慣から教えていく必要があるだろう。いろはから根
気強く基本的な学力を身に着けるように、やり直しに取
り組む人材も必要だ。励まし、力づけ、愛し、心を育て
る教育者と、プログラムが必要だ。結局人は、愛され、

育てられた程度にしか生きることができない、と思
うことがある。
　フィリピン・セブの貧困地域で行われた教育支援
プロジェクトは、実に長く支援をいただき、最近よ
うやくその成果を実感するようになった。大部分の
子どもたちは、大学教育を終了し、成長して、技術
者、ソーシャルワーカー、学校教師などとして活躍
中である。そこまでに至る長い支援を感謝するのみ
ならず、現地スタッフの目には見えない多大な現場
の苦労を思うところである。実に、教育にはお金も
時間もかかる。しかし、かつて貧困地域で暮らして
いた子どもたちは、仕事を持ち、伴侶を見つけ、新
しい地域に家を構え、新しい生活を始めている。嬉
しいことは、そのように育てられた子どもたちが、今、
同じ同朋の貧困地域の子どもたちの生活自立支援の
ために、働くようになったことである。
　HFI では国内でも 3.11 の東北被災地での奨学金プ
ログラムを続けてきた。通算で 25 名の子どもたちに
支援を継続している。うち 5 名が今年、高等学校を
卒業し、それぞれの道を歩み始めた、との報告があっ
た。HFI の新しいプログラムが、ネパール、フィリピ
ン山間部で始まり、東日本大震災の被災地でも継続
される。皆さんのさらなる強力な支援をお願いする
思いである。                           　（HFI 代表　福井誠）　
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　私が今回 HFI のスタディーツアーに参加したきっ
かけは、少し興味があるという些細なものでしたが、
自分が想像していた以上の、又期待していた以上の
ものを学びえることができました。
　今回のスタディーツアーに参加してよかったと思
えた理由は主に２つあります。一つ目は、とても素
晴らしい出会いをたくさんしたことです。現地で働
いていた伯母を介して私のことを知っていた人にた
くさん会いました。自分の全く知らない人が自分の
ことを赤ちゃんの時から知っていて、私の健康や受
験がよくあるように祈ってくれていたことを知り、
驚きとともにとても幸せな気持ちになりました。驚
きと嬉しさで泣きそうになりました。「ありがとう」
の気持ちでいっぱいでした。
　２つ目は、現地でとても多くのことを考えさせら
れ学べたことです。私は児童福祉に興味があり、大
学で教育と福祉を専攻しているのですが、現地のス
タッフの活動はそれと似ているところがあり、活動
の一部を見れたことはとても貴重な経験になりまし
た。自分が将来就きたいと考えている職業にどんな
苦難があるのか、どんな喜びがあるのかを垣間見れ
たことで、これから自分が何を見て何を知るべきか
を考えるとてもいいきっかけになりました。また、
ツアー中に何度も訪れたスラム地域でも様々なこと
を考えさせられました。私はスラム地域にはもっと
どんよりとした空気が流れていると思っていたので
すが、とても明るい陽気な雰囲気のある地域もあり

ました。幸せそうに笑う子供たちや、仲の良さそう
な家族を見ていると、支援なんて受けずにこのまま
のほうがいいのではないかと思えました。支援を受
けて現代化されることで、満員電車に乗って通勤す
るような・時間に追われて生活するような窮屈でス
トレスの多い社会になるよりも、学校で意味の見い
だせない暗記ごっこをするよりも、今のままのほう
が幸せなんじゃないかと思いました。しかし、それ
でもやはり支援は必要だと思いました。なぜなら、
教育が受けられず定職につけないと安定して収入を
得ることができず生活も不安定になってしまうから
です。スラム地域は衛生的にも悪く何かの病気にか
かる可能性は十分にありますが、収入がないと必要
な治療も受けることができません。また、何かを始
めたい・知りたいと思う子どもたちのためにも支援
は必要だと思いました。先進国のような生活をゴー
ルに置くのではなく、現地の人が現地の風習に則っ
た自立した生活することをゴールに置くような支援
が必要なんだなと思いました。
　今回ツアーに参加したことで、様々なものを見る
ことができ、学ぶことができ、考えることができて
本当に良かったなとおもいます。もちろんツアーに
参加したことで生活の何かが変わったわけではあり
ません。しかし、変える大きなきっかけになったこ
とは確かです。自分が何を学びたいか、何を学ぶべ
きかを知ることができたことだけで、私には大きな
財産になりました。　

参加体験記　２ M.F さん

◆明細、 領収証について

　2012 年 6 月分より、ご寄付いただいた本や CD
の種類、点数、それぞれの金額および合計額などの
明細書をニュースレター「きずな」に同封してお送
りしております。タイミングによっては、本の寄付
にご協力いただいてから明細が届くまで時間がかか
ることがあります。

  領収証はご希望の方にお送りします。必要な方は
メール、FAX 等で事務局あてお申込みください。

HFI は 認定ＮＰＯ法人です。お寄せいただいた寄附に
は税制上の優遇措置が適用されます。詳しくは HFI の
サイトをご覧ください。
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